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◆
は
じ
め
に

　

平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
を
は
じ
め
各
特
別

会
計
予
算
並
び
に
関
係
諸
議
案
の
審
議
を
お
願

い
す
る
に
あ
た
り
、
私
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

の
基
本
的
な
考
え
方
と
主
要
施
策
な
ど
に
つ
い

て
所
信
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
18
年
の
３
市
町
合
併
後
、
私
が
市
政
の

舵
取
り
を
託
さ
れ
て
か
ら
、
平
成
21
年
度
で
４

年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

議
員
各
位
そ
し
て
市
民
の
皆
様
に
は
、
市
政
運

営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
間
、
市
議
会
で
の
審
議
を
通
じ
て
様
々

な
ご
意
見
や
提
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
行
政

施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
私
は
就
任

以
来
、「
公
平
、
公
正
な
ひ
と
つ
の
ま
ち
づ
く

り
」「
住
民
と
の
対
話
、
連
携
協
働
」「
開
か
れ

た
市
政
、
情
報
公
開
」「
行
財
政
改
革
の
断
行
」

を
理
念
と
し
て
、
笠
間
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
新
市
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
事
業
と

し
て
、
３
地
区
を
結
ぶ
幹
線
道
路
や
都
市
基
盤

で
あ
る
駅
舎
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

地
区
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
施
策
の
展
開
、
制
度

や
料
金
そ
し
て
団
体
の
統
一
な
ど
に
力
を
注
い

で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、「
公
平
、
公

正
な
ひ
と
つ
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
理
念
に
基
づ

い
て
実
施
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
長
就
任
時
か
ら
毎
年
様
々
な
形
で

市
政
懇
談
会
を
開
催
し
、
市
民
の
皆
様
の
意
見

を
率
直
に
受
け
止
め
、
少
子
化
対
策
や
福
祉
施

策
な
ど
、
笠
間
市
独
自
の
施
策
を
展
開
す
る
と

と
も
に
、
行
政
と
市
民
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
協
働
の
指
針
づ
く
り

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、「
住
民
と

の
対
話
、
連
携
協
働
」
の
理
念
に
基
づ
く
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度

の
積
極
的
な
活
用
や
施
策
決
定
時
の
公
開
、
入

札
結
果
や
交
際
費
等
の
公
開
な
ど
の
情
報
公
開

を
進
め
、
さ
ら
に
は
、
行
財
政
改
革
大
綱
に
基

づ
き
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
や
民
間
へ
の

業
務
委
託
、
補
助
金
の
適
正
化
、
職
員
の
定
数

削
減
な
ど
、
行
財
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
「
笠
間
は
ひ
と
つ
」
を
合
言
葉
に
、

公
平
、
公
正
な
行
政
、
住
民
と
の
対
話
を
基
本

に
、ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◆
市
政
を
取
り
巻
く
情
勢

◇
内
外
情
勢

　

さ
て
、
昨
年
の
ア
メ
リ
カ
に
端
を
発
す
る
金

融
危
機
は
、
世
界
的
規
模
の
経
済
金
融
危
機
に

発
展
し
、
急
激
な
円
高
や
株
価
の
大
幅
な
下
落

に
よ
り
、
我
が
国
の
実
体
経
済
の
み
な
ら
ず
、

国
民
生
活
に
対
し
て
も
戦
後
最
大
の
影
響
を
及

ぼ
し
て
お
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
経
済
基
盤
の

脆
弱
な
地
方
の
中
小
・
零
細
企
業
や
市
民
生
活

な
ど
、
地
域
経
済
へ
の
影
響
は
非
常
に
深
刻
な

状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

国
政
に
お
い
て
は
、
国
会
の
ね
じ
れ
現
象
の

中
、
未
だ
に
有
効
な
手
立
て
が
取
れ
な
い
状
況

と
な
っ
て
お
り
、
地
方
自
治
体
や
国
民
生
活
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
オ
バ
マ
大
統
領
が
第
44
代
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大
統
領
に
就
任
し
ま
し
た
。
建
国
以
来
初
め
て

の
黒
人
大
統
領
が
誕
生
し
た
こ
と
に
新
時
代
へ

の
大
き
な
う
ね
り
を
感
じ
ま
す
し
、「
変
革
」
を

掲
げ
る
大
統
領
へ
の
期
待
は
大
変
大
き
い
も
の

が
伺
え
ま
す
。
オ
バ
マ
大
統
領
は
様
々
な
試
練

に
対
処
す
る
た
め
、「
新
た
な
責
任
の
時
代
」
を

迎
え
た
と
も
強
調
し
、
国
民
が
国
家
や
世
界
に

「
喜
ん
で
責
務
を
持
つ
」
こ
と
を
呼
び
掛
け
ま
し

た
。
私
も
地
方
自
治
体
を
あ
ず
か
る
一
人
の
首

長
と
し
て
、
改
め
て
市
民
と
手
を
携
え
、
責
任

を
持
っ
て
行
政
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
昨
年
度
の
笠
間
市
の
状
況

　

次
に
、
昨
年
度
の
笠
間
市
の
状
況
に
つ
い
て

ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
社
会
経
済
状
況
の
中
、

私
は
、
昨
年
の
原
油
高
騰
時
に
お
い
て
県
の
事

業
と
連
携
を
図
り
、
原
油
肥
料
等
高
騰
対
策
事

業
を
新
た
に
設
け
、
施
設
園
芸
農
家
９
件
へ
の

支
援
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
末
か
ら
の

企
業
業
績
の
悪
化
か
ら
、
派
遣
社
員
や
期
間
従

業
員
な
ど
の
契
約
解
除
に
よ
る
失
業
が
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
市
と
し
て
も
こ
の

雇
用
問
題
に
い
ち
早
く
対
処
す
べ
く
、
臨
時
職

員
の
募
集
を
始
め
る
な
ど
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
対
応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

か
さ
ま
の
運
行
、
大
古
山
橋
の
開
通
、
市
民
セ

ン
タ
ー
い
わ
ま
の
開
設
、
岩
間
駅
周
辺
整
備
の

着
工
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
観
光
振

興
基
本
計
画
の
策
定
、
レ
ジ
袋
の
有
料
化
な
ど
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
で
市
政
の
骨
格
と
な

る
基
礎
づ
く
り
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま

た
、
重
点
施
策
と
し
て
、
新
た
な
雇
用
創
出
と

地
域
活
性
化
の
た
め
の
企
業
誘
致
対
策
、
保
育

料
軽
減
事
業
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設

な
ど
、
子
育
て
の
負
担
軽
減
を
主
と
し
た
少
子

化
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

◇
地
方
自
治
体
の
抱
え
る
課
題

　

次
に
、
地
方
自
治
体
の
抱
え
る
課
題
に
つ
い

て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
少
子
高

齢
化
社
会
の
進
行
、
高
度
情
報
化
、
環
境
意
識

の
高
ま
り
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
、
大

き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
柔
軟
に

対
応
し
、
着
実
に
前
進
を
続
け
る
た
め
に
は
、

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
行
財
政
基
盤
の

構
築
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
景
気
低
迷
に
伴
う
税
収
減
が
見
込
ま

れ
る
中
、
一
層
の
効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
運

営
と
歳
出
構
造
の
改
善
を
図
り
、
市
民
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
た
行
政
施
策
に
取
り
組
み
、
次
世
代
へ

の
責
任
を
果
た
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

◆
施
政
方
針
の
考
え
方

◇
新
年
度
の
施
政
方
針
の
考
え
方

　

新
年
度
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
総
合
計
画

の
基
本
計
画
・
実
施
計
画
を
も
と
に
重
要
事
務

事
業
を
定
め
ま
し
た
の
で
、
こ
の
重
要
事
務
事

業
に
視
点
を
置
い
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

中
で
も
、
昨
年
に
引
き
続
く
少
子
化
対
策
と

し
て
の
「
か
さ
ま
っ
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
、

新
た
に
農
業
施
策
と
し
て
の
「
ク
ラ
フ
ト
農
業

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
力
を
い
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
新
年
度
の
重
点
施
策

　

少
子
化
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
国
的
な

傾
向
と
し
て
、
少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
が
続

い
て
お
り
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、
平
成
18

年
度
は
出
生
６
６
９
人
、
死
亡
７
６
４
人
で
あ

り
ま
し
た
が
、
平
成
20
年
に
は
出
生
５
４
６
人

に
対
し
死
亡
８
４
８
人
と
大
き
く
死
亡
が
出
生

を
上
回
り
、
人
口
は
こ
の
２
年
間
で
６
２
４
人

が
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
、
若
者
を
中
心
と
し
た
人
口
の
定
住
化

を
図
り
、
魅
力
あ
る
笠
間
市
と
す
る
た
め
、
少

子
化
対
策
を
重
要
事
務
事
業
に
位
置
付
け
、
保

育
料
の
軽
減
事
業
な
ど
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
新
年
度
は
、
電
話
に
よ
る
24
時
間
・

年
中
無
休
体
制
で
の
健
康
・
医
療
相
談
、
医
療

機
関
情
報
提
供
な
ど
の
各
種
健
康
相
談
業
務
を

行
う
「
か
さ
ま
健
康
ダ
イ
ヤ
ル
24
」
事
業
を
導

入
し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

笠
間
市
の
農
業
は
、
県
内
特
産
物
の
出
荷
量

で
、
梅
が
１
位
、
菊
が
２
位
、
栗
が
３
位
と
上

位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
農
産
物
の
価

格
低
迷
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
遊
休
農
地

の
増
大
に
伴
う
耕
地
の
荒
廃
な
ど
、
多
く
の

課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対

処
す
る
た
め
、
ク
ラ
フ
ト
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
、
経
営
安
定
化
農
業
、
環
境
保
全
型
農

業
、
地
産
地
消
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
各

方
面
か
ら
農
業
施
策
を
展
開
し
、
農
業
者
の
支

援
と
笠
間
市
の
特
長
を
生
か
し
た
農
業
の
振
興

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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主
要
施
策
の
概
要
【
抜
粋
】

◇
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
20
年
後
の

都
市
の
将
来
像
や
土
地
利
用
の
方
針
な
ど
を
示

す
も
の
と
し
て
、
平
成
19
年
度
か
ら
20
年
度
に

か
け
て
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
市
民
、
事

業
者
、
行
政
が
連
携
し
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◇
北
関
東
自
動
車
道
の
整
備
と
広
域
交
流

　

北
関
東
自
動
車
道
は
、
昨
年
12
月
に
東
北
自

動
車
道
の
東
側
全
線
が
開
通
し
ま
し
た
。
既
に

栃
木
県
・
群
馬
県
な
ど
と
の
広
域
交
流
が
活
発

化
し
て
き
て
お
り
、
笠
間
市
に
よ
り
多
く
の
人

が
訪
れ
て
く
れ
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
今
後
は
、
東
北
自
動
車
道
西
側
も
含
め
た

早
期
全
線
開
通
に
向
け
、
関
係
機
関
に
働
き
か

け
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
笠
間
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
隣
接
地
に
、
高
速
道
路
利
用
者
と
笠
間
市

民
と
の
交
流
や
観
光
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
広
場
を
設

置
し
ま
し
た
。
今
後
、
広
場
と
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
の
一
体
的
な
活
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◇
国
道
50
号
と
国
道
３
５
５
号
の
整
備

　

国
道
50
号
は
、
４
車
線
化
予
定
区
間
の
一
部

の
整
備
が
残
さ
れ
て
い
る
た
め
、
早
期
整
備
の

働
き
か
け
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
国
道

３
５
５
号
に
つ
い
て
は
、
笠
間
バ
イ
パ
ス
の
計

画
的
整
備
と
岩
間
バ
イ
パ
ス
の
早
期
供
用
開

始
、
そ
し
て
都
市
計
画
道
路
の
宿
大
沢
線
、
岩

間
イ
ン
タ
ー
と
茨
城
空
港
を
結
ぶ
県
道
上
吉
影

岩
間
線
の
用
地
取
得
の
支
援
な
ど
、
早
期
完
成

に
向
け
て
事
業
を
促
進
す
る
ほ
か
、
国
・
県
な

ど
に
対
す
る
要
望
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

き
ま
す
。

◇
幹
線
道
路
の
整
備

　

合
併
後
の
新
市
の
一
体
化
を
図
る
べ
く
事
業

を
実
施
し
て
い
る
幹
線
市
道
14
路
線
に
つ
い
て

は
、
国
の
交
付
金
や
合
併
特
例
債
を
活
用
し
な

が
ら
、
早
期
完
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
特

に
21
年
度
は
、
友
部
地
区
と
岩
間
地
区
を
結
ぶ

市
道
１
級
12
号
線
や
笠
間
地
区
と
友
部
地
区
を

結
ぶ
市
道
才
木
友
部
線
、
友
部
地
区
と
池
野
辺

地
区
を
結
ぶ
市
道
友
部
池
野
辺
線
な
ど
が
開
通

す
る
予
定
で
あ
り
、
交
通
の
利
便
性
の
向
上
に

よ
っ
て
各
地
区
相
互
の
交
流
と
一
体
化
が
よ
り

促
進
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

要
望
の
多
い
生
活
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

緊
急
性
の
高
い
路
線
を
優
先
し
て
整
備
し
、
安

心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◇
友
部
駅
・
岩
間
駅
周
辺
整
備
事
業

　

友
部
駅
周
辺
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成

19
年
３
月
の
駅
橋
上
化
と
南
北
自
由
通
路
及
び

北
口
広
場
の
完
成
を
契
機
に
、
友
部
駅
乗
降
客

数
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
る
な
ど
、
整
備
効

果
が
現
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
平
成
21
年
度

は
、
都
市
計
画
道
路
友
部
駅
北
線
や
友
部
駅
南

口
広
場
が
完
成
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
北
口
の

活
性
化
や
南
口
の
交
通
環
境
の
改
善
が
図
ら
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
市
街
地

の
活
性
化
に
向
け
、
都
市
計
画
道
路
友
部
停
車

場
線
の
整
備
方
針
に
関
す
る
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
と
の
具
体
的
な
検
討
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

一
方
、
岩
間
駅
周
辺
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

岩
間
駅
自
由
通
路
と
橋
上
駅
舎
の
工
事
着
手
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
都
市
計
画
道
路
岩
間
駅

東
大
通
り
線
、
日
吉
町
古
市
線
の
早
期
完
成
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
11
月
に
土

地
区
画
整
理
法
に
基
づ
く
認
可
を
得
て
着
手
し

た
「
岩
間
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業
」
に
つ
い

て
は
、
平
成
21
年
度
中
の
仮
換
地
指
定
に
向
け

て
手
続
き
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◇
路
線
バ
ス
の
運
行

　

路
線
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
茨
城
交
通
㈱
の
経

営
権
が
㈱
経
営
共
創
基
盤
に
引
き
継
が
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
従
来
の
路
線
バ
ス
網
の
維

持
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
が
、
新
会
社
の
事
業

方
針
策
定
に
当
た
っ
て
は
、公
共
性
を
勘
案
し
、

運
行
継
続
と
市
民
の
利
便
性
の
向
上
を
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

◇
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
か
さ
ま

　

運
行
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
「
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
か
さ
ま
」
は
、
２
月
末
現
在
で
登
録
者

数
が
５
千
７
４
９
人
、
利
用
者
数
は
１
日
平
均

１
６
２
人
で
、
市
民
の
生
活
の
足
と
し
て
徐
々

に
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
運
行
体
制
を
確
立
し
、
利

便
性
の
向
上
や
地
域
振
興
に
向
け
て
、
運
行
の

民
間
委
託
化
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◇
企
業
誘
致
の
推
進

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
常
磐
自
動
車
道
と

北
関
東
自
動
車
道
の
結
節
点
と
な
る
地
理
的
優

位
性
を
生
か
し
、
茨
城
中
央
工
業
団
地
（
笠
間

地
区
）
や
東
工
業
団
地
の
未
利
用
地
へ
の
優
良

企
業
の
立
地
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

行
政
と
企
業
が
連
携
し
た
「
笠
間
市
が
ん
ば
る

企
業
応
援
連
絡
会
」
を
通
し
、
既
存
企
業
の
支

援
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◇
商
業
の
振
興

　

商
業
に
つ
い
て
は
、
商
工
会
を
中
心
に
各
商

１
．広
域
交
流
基
盤
を
生
か
し
た
新
時
代
の

ま
ち
づ
く
り 

【
土
地
利
用
・
都
市
基
盤
】

２
．多
彩
な
交
流
で
飛
躍
す
る
活
力
あ
る

産
業
の
ま
ち
づ
く
り 

【
産
業
】
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店
会
や
観
光
協
会
な
ど
と
連
携
し
て
「
空
き
店

舗
活
用
事
業
」
や
「
街
な
か
周
遊
事
業
」
を
展

開
す
る
ほ
か
、
笠
間
稲
荷
門
前
通
り
商
店
街
の

街
並
み
整
備
に
向
け
た
合
意
形
成
と
笠
間
稲
荷

門
前
通
り
整
備
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、

「
ふ
る
さ
と
友
部
ま
つ
り
」「
い
わ
ま
商
工
ま
つ

り
」「
バ
ザ
ー
ル
de
い
わ
ま
」「
桃
宴
」「
道
の
市
」

「
い
な
り
寿
司
Ｐ
Ｒ
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
引

き
続
き
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
商
工
会
の
合
併

に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
度
中
の
合
併
に
向
け

た
基
本
合
意
が
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
茨
城

県
及
び
茨
城
県
商
工
会
連
合
会
と
協
力
し
て
円

滑
な
合
併
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

◇
中
小
企
業
の
支
援

　

中
小
企
業
へ
の
支
援
と
し
て
、
自
治
及
び
振

興
金
融
に
対
す
る
保
証
料
や
利
子
補
給
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
向
け
た
緊
急
支
援
策
と
し
て
「
笠
間
市
企
業

活
動
支
援
事
業
」
を
創
設
し
、
福
利
厚
生
施
設

の
設
置
な
ど
の
企
業
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◇
雇
用
対
策

　

全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
雇
用
に
関
し

て
は
、
国
の
制
度
を
活
用
し
、
失
業
者
の
雇
用

対
策
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◇
地
場
産
業
の
振
興

　

地
場
産
業
に
つ
い
て
は
、「
稲
田
み
か
げ
石
」

の
公
共
事
業
へ
の
活
用
や
販
路
拡
大
、「
い
ば

ら
き
ス
ト
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
や
「
い
な

だ
ス
ト
ー
ン
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
支
援
、
ス

ラ
ッ
ジ
処
理
協
同
組
合
の
環
境
対
策
事
業
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
友

部
駅
前
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
ほ
か
、
道
路
・
橋

な
ど
の
公
共
工
事
、
学
校
な
ど
の
公
共
的
施
設

整
備
に
「
稲
田
み
か
げ
石
」
を
使
用
し
て
お
り
、

今
後
も
積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
笠
間
焼
」
に
つ
い
て
は
、
公
共
事
業
へ
の

利
活
用
や
「
笠
間
の
陶ひ
ま
つ
り

炎
祭
」「
匠
の
ま
つ
り
」

で
の
Ｐ
Ｒ
の
ほ
か
、
需
要
や
販
路
拡
大
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
場
産
業
の
振
興
と
し
て
、
農
商

工
連
携
や
中
小
企
業
地
域
資
源
活
用
促
進
法
な

ど
を
活
用
し
た
新
商
品
の
開
発
や
、
販
路
拡
大

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◇
観
光
の
振
興

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
度
に
観
光
圏

整
備
法
に
基
づ
く
観
光
圏
と
し
て
全
国
16
か
所

が
認
定
さ
れ
、
県
内
で
は
笠
間
市
を
含
む
13
市

町
村
で
組
織
す
る
「
水
戸
ひ
た
ち
観
光
圏
」
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
認
定
を
活
用
す
る
と

と
も
に
、
笠
間
市
観
光
振
興
基
本
計
画
の
基
本

目
標
で
あ
る
「
通
年
型
観
光
地
」
を
目
指
し
、

関
係
団
体
や
関
連
業
界
、
市
民
と
の
連
携
を

深
め
な
が
ら
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
か
ら
「
観
光
推
進
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
を
採
用

し
、
旅
行
会
社
へ
の
観
光
商
品
の
売
込
み
や
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
組
む
な
ど
し
て
、
笠
間
の
特

色
を
生
か
し
た
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
独
自
の
発

想
に
よ
る
着
地
型
観
光
商
品
の
開
発
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
を
強
化
し
、
交
流
人

口
の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

観
光
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て
は
、
北
関
東
自
動

車
道
が
平
成
23
年
度
に
関
越
自
動
車
道
ま
で
全

線
開
通
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
及
び

広
域
観
光
協
会
、
笠
間
観
光
協
会
と
協
力
し
、

首
都
圏
並
び
に
群
馬
、
栃
木
方
面
へ
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

◇
観
光
拠
点
の
充
実

　

観
光
拠
点
に
つ
い
て
は
、
愛
宕
山
周
辺
や
北

山
公
園
等
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
地
域

関
係
団
体
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
施
設
を
活

用
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

佐
白
山
周
辺
に
つ
い
て
は
、
昨
年
整
備
し
た

観
光
利
便
施
設
を
市
内
周
遊
の
拠
点
と
し
、
滞

留
時
間
の
延
長
や
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◇
イ
ベ
ン
ト
の
充
実

　

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
関
係
団
体
と
連
携

し
、
春
の
「
北
山
公
園
桜
ま
つ
り
」「
愛
宕
山

桜
ま
つ
り
」「
笠
間
の
陶
炎
祭
」「
笠
間
つ
つ
じ

ま
つ
り
」、
秋
の
「
笠
間
の
菊
ま
つ
り
」「
匠
の

ま
つ
り
」
な
ど
を
魅
力
あ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

企
画
・
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

◇
農
業
経
営
の
安
定
化
と
支
援

　

農
業
経
営
に
つ
い
て
は
、
農
業
の
持
続
的
な

発
展
を
図
る
た
め
、
安
定
的
な
農
業
経
営
を
目

指
し
た
担
い
手
の
育
成
・
確
保
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
特
に
、
計
画
的
経
営
改
善
に
取
り
組
む

意
欲
的
な
担
い
手
に
対
し
て
は
、
経
営
管
理
手

法
の
講
演
会
や
簿
記
講
習
会
な
ど
を
実
施
し
、

経
営
改
善
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
本

市
の
主
要
農
産
物
の
生
産
体
制
強
化
支
援
と

し
て
、
花
き
や
果
樹
な
ど
の
県
銘
柄
品
目
を
中

心
と
し
た
新
規
栽
培
者
の
育
成
・
確
保
、
栗
の

品
種
統
一
に
向
け
た
取
組
み
を
行
い
ま
す
。
全

国
的
に
増
加
傾
向
に
あ
る
遊
休
農
地
に
つ
い
て

は
、
新
た
に
「
遊
休
農
地
山
羊
の
放
牧
モ
デ
ル

事
業
」
を
行
う
ほ
か
、
地
域
の
活
性
化
や
住
民

の
交
流
を
視
野
に
入
れ
た
「
景
観
作
物
栽
培
事

業
」
を
実
施
し
ま
す
。

◇
環
境
保
全
型
農
業
の
推
進

　

環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
良

質
堆
肥
化
や
健
全
な
土
づ
く
り
、
適
正
な
施
肥

の
推
進
を
重
点
的
に
進
め
る
た
め
、「
土
づ
く
り

運
動
推
進
事
業
」
に
よ
っ
て
良
質
堆
肥
の
生
産

と
流
通
促
進
体
制
の
組
織
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

◇
地
産
地
消
の
推
進

　

地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、
消
費
者
を
対
象
と
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し
た
料
理
教
室
の
開
催
や
飲
食
店
・
旅
館
な
ど

へ
地
元
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

と
と
も
に
、
生
産
者
・
関
係
団
体
・
行
政
な
ど

が
連
携
し
た
推
進
協
議
会
を
設
置
し
、
学
校
給

食
で
の
地
産
地
消
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
地
元
特
産
品
の
栽
培
技
術
の
継
承
や
付
加

価
値
を
つ
け
る
た
め
の
加
工
品
開
発
な
ど
、
地

元
の
名
人
や
業
者
と
連
携
し
た
「
地
域
ブ
ラ
ン

ド
化
」に
向
け
た
取
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◇
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
笠
間

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
を
核
と
し
た
都
市
住
民
と

地
域
住
民
と
の
交
流
を
引
き
続
き
展
開
し
、
地

域
農
村
の
活
性
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
対
策
と
し
て
、
愛
宕
観

光
農
業
振
興
協
議
会
と
連
携
し
、
援
農
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
モ
デ
ル
事
業
の
本
格
稼
動
に
向
け

た
取
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◇
霞
ヶ
浦
用
水
農
業
水
利
事
業
受
益
地
の
整
備

　

霞
ヶ
浦
用
水
農
業
水
利
事
業
に
つ
い
て
は
、

昨
年
８
月
に
小
原
、
不
動
谷
津
池
に
着
水
し
、

国
営
Ⅱ
期
地
区
工
事
の
完
了
に
伴
い
、
平
成
20

年
度
で
国
営
農
業
水
利
事
業
は
終
了
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
末
端
受
益
地
の
早
期
利
用
が
図

れ
る
よ
う
関
係
機
関
に
強
く
要
望
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
受
益
地
の
友
部
土
地
改
良
区
内
の

老
朽
化
し
た
施
設
改
修
に
向
け
た
計
画
調
査
を

進
め
て
お
り
、
県
営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事

業
の
事
業
採
択
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
平
成
21

年
度
に
は
、
事
業
同
意
取
得
や
施
設
計
画
な
ど

の
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
予
定
地
区
の

事
業
意
向
調
査
を
行
い
、
農
業
農
村
活
性
化
計

画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

◇
基
盤
整
備
事
業

　

基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
箱
田

中
央
、滝
川
、小
原（
畑
総
）の
３
地
区（
１
４
０

ha
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。
滝
川
地
区
は
、霞
ヶ

浦
用
水
を
使
用
す
る
た
め
、
団
体
営
に
よ
る
工

事
も
平
行
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

◇
農
村
環
境
の
保
全

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
混
住
化
な
ど
に

よ
り
、
農
村
集
落
環
境
の
保
全
管
理
が
困
難
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
現
状
に
対

応
す
る
た
め
、
平
成
19
年
度
か
ら
５
年
間
、
農

業
を
営
ん
で
い
な
い
住
民
を
含
め
た
組
織
を
立

ち
上
げ
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全
事
業
と
し

て
、
農
村
資
源
の
適
切
な
保
全
管
理
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
20
年
度
は
９
地
区
組
織

３
４
４
ha
で
実
施
し
、
平
成
21
年
度
は
新
規
地

区
１
０
０
ha
を
含
め
た
11
地
区
組
織
が
活
動
予

定
で
あ
り
、
土
地
改
良
施
設
の
維
持
補
修
や
農

村
集
落
の
環
境
保
全
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◇
森
林
の
整
備
と
保
全

　

森
林
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
設
さ
れ
た
森
林

湖
沼
環
境
税
を
活
用
し
、
間
伐
な
ど
の
整
備
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
21
年
度
も
50 

ha
の

間
伐
を
行
う
と
と
も
に
、
作
業
道
な
ど
を
整
備

し
な
が
ら
、
健
全
な
森
林
の
育
成
と
多
様
な
森

林
機
能
の
活
用
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◇
地
域
の
健
康
づ
く
り

　

生
活
習
慣
病
予
防
対
策
と
し
て
、
運
動
す

る
機
会
の
少
な
い
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
を

対
象
に
、
健
康
運
動
指
導
士
、
保
健
師
、
管
理

栄
養
士
を
中
心
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
を
取
り
入
れ
た
健

康
体
操
を
毎
週
１
回
・
３
か
月
間
を
ワ
ン
サ
イ

ク
ル
と
し
て
年
３
回
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

◇
笠
間
市
立
病
院
の
運
営

　

笠
間
市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
内
に

策
定
す
る
「
笠
間
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
に

基
づ
い
て
、
医
師
の
確
保
に
努
め
、
県
立
中
央

病
院
と
の
連
携
を
強
化
し
、
経
営
の
効
率
化
を

進
め
る
と
と
も
に
、
在
宅
医
療
や
回
復
期
・
亜

急
性
期
患
者
の
受
入
れ
と
い
っ
た
公
立
病
院
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
よ
り
、
地
域
医

療
体
制
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◇
福
祉
の
推
進

　

福
祉
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
福
祉
を

は
じ
め
少
子
化
対
策
、
高
齢
者
福
祉
な
ど
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
そ
の
指
針

と
な
る
「
地
域
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
、
地
域

福
祉
の
一
層
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
笠
間
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
市

の
計
画
を
基
本
と
し
た「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」

を
平
成
20
・
21
年
度
の
２
か
年
で
策
定
し
ま
す
。

今
後
は
、社
会
福
祉
協
議
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
利
用
者

中
心
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
み
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◇
障
害
福
祉

　

障
害
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
支
え
あ
い
、
自

分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理

念
に
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
「
第
２

期
障
害
福
祉
計
画
」を
平
成
20
年
度
に
策
定
し
、

利
用
者
が
自
ら
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
、
一
人
ひ

と
り
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。
な
お
、
障
害
者
手
帳
の
交
付
事

務
が
４
月
か
ら
市
に
権
限
移
譲
さ
れ
る
こ
と

で
、
発
行
ま
で
の
期
間
が
短
縮
さ
れ
、
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
20
年
度
に
障
害
者
地

域
自
立
支
援
協
議
会
を
新
設
し
、
相
談
支
援
事

３
．共
に
支
え
あ
い
、
健
や
か
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り 

【
健
康
・
福
祉
】
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業
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
す

る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◇
生
活
保
護

　

本
市
の
生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
県
内
で
５

番
目
に
高
い
保
護
率
に
な
っ
て
い
ま
す
。
厳
し

い
社
会
情
勢
の
中
、
申
請
者
の
増
加
が
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
申
請
者
の
立
場
に
配
慮
し
た
対
応

を
す
る
と
と
も
に
、
生
活
保
護
法
に
則
っ
た
適

正
な
執
行
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◇
高
齢
者
福
祉

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
第
４
期
の
高
齢

者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平
成
21

年
度
〜
23
年
度
）
を
基
本
に
各
種
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
が
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ

く
り
、
健
康
づ
く
り
、
介
護
予
防
、
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
の
事
業
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。
特
に
介
護
予
防
事
業
で
は
、
シ

ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
の
普
及
、
転
倒
防
止

や
筋
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
体
操
（
ス
ク
エ
ア
ス

テ
ッ
プ
）、
認
知
症
ケ
ア
講
演
会
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
な
ど
を
実
施
し
、
介
護
予

防
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

化
の
進
展
か
ら
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

が
増
加
し
、
給
付
費
も
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
す
が
、
介
護
者
支
援
や
介
護
老
人
福
祉

施
設
な
ど
の
整
備
を
促
進
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
り
、
安
定
し
た
生
活
の
確
保
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

◇
少
子
化
対
策

　

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
市
の
重
点
施
策

「
か
さ
ま
っ
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
り
、
多

様
な
少
子
化
対
策
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
ま
た
、
平
成
21
年
度
は
次
世
代
育
成
支
援

行
動
計
画
「
か
さ
ま
っ
子
未
来
プ
ラ
ン
」
の
見

直
し
年
度
の
た
め
、
平
成
20
年
度
に
実
施
し
た

市
民
ニ
ー
ズ
調
査
に
基
づ
い
て
、
平
成
22
年
度

か
ら
５
年
間
の
後
期
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

◇
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

昨
年
は
「
市
民
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま
」
内
に
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
が
、
平

成
21
年
度
は
笠
間
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

「
ポ
レ
ポ
レ
シ
テ
ィ
」
内
に
開
設
し
、
育
児
の

相
談
指
導
や
情
報
提
供
な
ど
の
「
地
域
子
育
て

支
援
拠
点
事
業
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◇
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
宍
戸
小

児
童
ク
ラ
ブ
室
を
学
校
敷
地
内
に
新
た
に
建
設

し
て
定
員
増
を
行
い
、
待
機
児
童
の
解
消
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
民

間
委
託
に
つ
い
て
は
、
昨
年
か
ら
笠
間
小
児
童

ク
ラ
ブ
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
業
務
委
託
し
て
い
ま

す
が
、
平
成
21
年
度
か
ら
は
、
新
た
に
南
小
、

北
川
根
小
、
岩
間
第
三
小
の
児
童
ク
ラ
ブ
を
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
に
委
託
し
、
児
童
や
保
護
者
の
希
望

に
沿
っ
た
運
営
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◇
家
庭
児
童
相
談
室

　

家
庭
児
童
相
談
室
に
つ
い
て
は
、
児
童
虐
待

や
家
庭
内
暴
力
な
ど
の
相
談
が
増
加
し
て
い
る

現
状
を
踏
ま
え
、
相
談
体
制
の
充
実
に
努
め
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
虐
待
か
ら
の
保
護
を
必
要

と
す
る
児
童
の
早
期
発
見
や
適
切
な
保
護
を
図

る
た
め
、
引
き
続
き
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協

議
会
と
の
連
携
・
協
力
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◇
保
育
所
の
運
営

　

保
育
所
運
営
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
を
安
心

し
て
預
け
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
で
き

る
環
境
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
家
庭
で
の
保

育
が
一
時
的
に
困
難
と
な
っ
た
乳
幼
児
を
一
時

的
に
預
か
る
「
一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
や

各
種
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◇
妊
婦
健
康
診
査
推
進
事
業

　

妊
婦
健
康
診
査
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
妊

娠
中
の
費
用
負
担
の
軽
減
と
安
全
な
分
娩
を
支

援
す
る
た
め
、
健
康
診
査
費
用
の
補
助
回
数
を

５
回
か
ら
14
回
に
拡
大
し
ま
す
。

◇
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

　

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
不
妊

治
療
を
受
け
て
い
る
夫
婦
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
１
回
の
治
療
に
つ
き
、
体
外

受
精
は
５
万
円
、
顕
微
授
精
は
10
万
円
を
限
度

に
、
１
年
度
当
た
り
２
回
を
限
度
と
し
て
通
算

２
年
間
補
助
し
て
い
き
ま
す
。

◇
医
療
福
祉
費
（
マ
ル
福
）

　

医
療
福
祉
費
は
、
妊
婦
・
乳
幼
児
・
母
子
家

庭
の
母
子
・
父
子
家
庭
の
父
子
・
重
度
心
身
障

害
者
に
対
す
る
医
療
費
の
助
成
で
す
が
、
市
の

単
独
事
業
と
し
て
、
外
来
・
入
院
時
の
窓
口
自

己
負
担
分
の
助
成
と
入
院
時
食
事
代
の
助
成
を

引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

◇
出
会
い
の
場
の
創
出

　

結
婚
を
希
望
す
る
方
の
出
会
い
の
場
づ
く
り

や
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
入

会
に
引
き
続
き
助
成
を
行
い
、
市
内
の
団
体
や

マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
と
連
携
し
な
が
ら
出
会

新設した子育て支援のホームページ
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い
の
場
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◇「
か
さ
ま
健
康
ダ
イ
ヤ
ル
24
」
事
業

　

平
成
21
年
度
か
ら
新
た
に
「
か
さ
ま
健
康
ダ

イ
ヤ
ル
24
」
事
業
を
民
間
委
託
方
式
で
導
入
し

て
い
き
ま
す
。
財
源
に
つ
い
て
は
、
課
長
級
以

上
の
管
理
職
手
当
て
の
10
％
削
減
分
と
「
元
気

か
さ
ま
応
援
基
金
」
を
充
当
し
ま
す
。

◇
上
水
道

　

上
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
度
の

三
事
業
会
計
統
一
に
向
け
、「
水
道
事
業
基
本

計
画
」
に
基
づ
い
て
今
年
度
中
に
国
に
認
可
申

請
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
鉛
製
給
水
管

布
設
替
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
度
に

２
８
８
件
の
布
設
替
を
行
い
ま
し
た
が
、
平
成

24
年
度
ま
で
に
完
了
す
る
よ
う
引
き
続
き
進
め

て
い
き
ま
す
。工
業
用
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

今
後
と
も
安
定
供
給
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◇
公
共
下
水
道

　

公
共
下
水
道
事
業
の
現
在
の
整
備
面
積

は
１
，２
５
３
ha
で
、
供
用
開
始
面
積
は

１
，２
４
８
ha
、
水
洗
化
率
は
約
71
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
排
水
設
備
を
設
置
し
て
い
な

い
方
々
に
は
、
森
林
湖
沼
環
境
税
の
導
入
に
伴

い
、
平
成
20
年
度
に
事
業
化
し
た
下
水
道
接
続

支
援
事
業
を
活
用
し
て
接
続
さ
れ
る
よ
う
周
知

徹
底
を
図
り
、水
洗
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
管
渠
布
設
工
事
の
ほ
か
岩

間
地
区
高
野
前
橋
中
継
ポ
ン
プ
場
の
建
設
工
事

を
行
い
ま
す
。

◇
農
業
集
落
排
水

　

農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て
は
、
小
原
地

域
を
中
心
と
す
る
友
部
北
部
地
区
の
処
理
施
設

用
地
の
取
得
と
管
渠
布
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

◇
浄
化
槽

　

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
森
林
湖
沼
環
境
税
を
原
資
と
す
る
県
事
業

を
活
用
し
、
高
度
処
理
型
浄
化
槽
の
設
置
促
進

を
図
り
、
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
と
生
活
環

境
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◇
消
防

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
の
激
し
い
消

防
団
詰
所
兼
機
械
器
具
置
場
を
計
画
的
に
整
備

し
、
活
動
拠
点
の
さ
ら
な
る
強
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
減
少
傾
向
に
あ
る
消
防
団
員

の
加
入
促
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
女
性
消
防

団
員
を
登
用
し
、
災
害
対
応
能
力
の
充
実
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

◇
救
急
業
務

　

救
急
業
務
に
つ
い
て
は
、
消
防
機
関
と
県
立

中
央
病
院
を
は
じ
め
と
す
る
市
内
医
療
機
関
が

連
携
し
た
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
を

充
実
さ
せ
、
救
急
隊
員
が
行
う
応
急
処
置
の
質

の
向
上
と
と
も
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
や
心
肺
蘇
生
法
の

講
習
会
を
開
催
し
、
救
命
率
の
向
上
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

◇
防
災

　

防
災
に
つ
い
て
は
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ

き
、
昨
年
は
笠
間
小
学
校
で
防
災
訓
練
を
行
い

ま
し
た
が
、
平
成
21
年
度
は
岩
間
地
区
の
市
民

や
児
童
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

　

急
傾
斜
地
な
ど
県
が
指
定
し
た
土
砂
災
害
警

戒
区
域
に
つ
い
て
は
、
区
域
ご
と
の
避
難
場
所

な
ど
を
含
め
た
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
し
て
市
民
へ
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
地

域
の
防
災
力
の
強
化
を
図
る
た
め
、
自
主
防
災

組
織
の
設
立
促
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
自
主

防
災
組
織
は
平
成
20
年
度
に
新
た
に
６
団
体
が

組
織
さ
れ
、
合
計
18
団
体
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

耐
震
改
修
促
進
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
、

住
宅
等
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
向
け
た
「
笠
間

市
耐
震
改
修
促
進
計
画
」
を
平
成
21
年
度
に
策

定
し
、
建
築
物
等
の
耐
震
化
に
対
す
る
意
識
の

向
上
と
啓
発
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◇
都
市
公
園
の
整
備

　

本
市
の
都
市
公
園
の
一
人
当
た
り
の
整
備
面

積
は
８
・
６
㎡
で
、
県
平
均
と
ほ
ぼ
同
水
準
で

す
が
、
地
区
ご
と
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
計
画
的
に
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
平
成
21
年
度
は
、
宅
地
化
が
顕
著
な
鯉
淵

地
区
の
市
所
有
の
未
利
用
地
を
有
効
活
用
す
る

ほ
か
、
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
や
災

害
時
等
の
避
難
場
所
を
確
保
す
る
た
め
、
公
園

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

◇
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

　

だ
れ
も
が
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
健
全

な
ま
ち
を
目
指
す
た
め
、
防
犯
灯
の
整
備
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
警
察
署
や

防
犯
連
絡
員
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
交
通
関

係
各
団
体
と
連
携
し
、
防
犯
対
策
や
交
通
事
故

防
止
活
動
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◇
交
番

　

地
域
の
安
全
を
担
う
交
番
に
つ
い
て
は
、
箱

田
駐
在
所
と
稲
田
駐
在
所
を
統
合
し
、
４
月
中

ご
ろ
に
、
新
た
に
石
井
地
区
に
「
佐
白
交
番
」

が
業
務
を
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
北
川
根
駐
在

所
と
押
辺
駐
在
所
は
４
月
に
廃
止
と
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
友
部
地
区
交
番
と
岩
間
地
区
交
番
に
統

合
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
友
部
地
区
交
番
は
老
朽

化
が
進
む
と
と
も
に
手
狭
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

新
設
の
要
望
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◇
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

消
費
者
の
健
全
な
生
活
の
安
定
と
向
上
の
た

め
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
な
ど
を
対
象
に
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
の
出
前
講
座
を
引
き
続
き
実
施

４
．自
然
と
共
生
し
た
安
全
で
や
さ
し
さ
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り 

【
生
活
環
境
】
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し
、
悪
質
な
訪
問
販
売
や
振
り
込
め
詐
欺
に
よ

る
被
害
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◇
環
境
基
本
計
画
の
推
進

　

恵
ま
れ
た
環
境
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い

く
た
め
、「
豊
か
な
自
然
と
の
共
生
、
水
と
緑

の
里
か
さ
ま
」
を
理
念
に
、
市
民
・
事
業
者
・

市
が
協
働
し
て
環
境
基
本
計
画
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。
特
に
、
地
球
温
暖
化
対
策
率
先
実
行

計
画
と
し
て
、
市
役
所
も
率
先
し
て
環
境
負
荷

の
低
減
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◇
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

　

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
利
活
用
に
向
け

た
事
業
展
開
を
検
討
す
る
に
当
た
り
、
必
要
な

調
査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◇
大
郷
戸
清
掃
セ
ン
タ
ー
跡
地
対
策

　

大
郷
戸
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
対
策
に
つ
い

て
は
、
周
辺
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
の
事
業

が
決
定
し
た
こ
と
を
受
け
、
平
成
21
年
度
は
そ

の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
地
区
住
民
の
皆

様
と
認
識
を
共
有
し
理
解
を
得
な
が
ら
、
こ
れ

ま
で
の
懸
案
事
項
の
解
決
に
向
け
て
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

◇
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま

　
「
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
」
に
つ
い
て

は
、
福
田
地
区
の
地
域
振
興
を
図
る
た
め
、
環

境
保
全
等
協
定
の
締
結
に
向
け
、
誠
意
を
持
っ

て
住
民
の
皆
様
と
の
合
意
形
成
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
安
心
安
全
な
施
設
の
管
理
運
営

を
徹
底
す
る
よ
う
、
引
き
続
き
事
業
団
に
働
き

か
け
て
い
き
ま
す
。

◇
学
校
教
育

　

学
校
施
設
は
、
児
童
・
生
徒
が
一
日
の
大
半

を
過
ご
す
場
で
あ
り
、
非
常
災
害
時
に
は
地
域

住
民
の
応
急
的
避
難
場
所
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
か
ら
、
そ
の
安
全
性
は
極
め
て
重
要

で
あ
り
、
平
成
18
年
度
か
ら
施
設
の
耐
震
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
同
時
に
、
検
討
会
を
設

置
し
、
小
中
学
校
等
の
規
模
の
適
正
化
に
つ
い

て
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
、
友
部
第
二
小
学
校
屋
内
運

動
場
の
耐
震
補
強
工
事
と
岩
間
中
学
校
校
舎
建

設
工
事
を
行
い
ま
す
。
岩
間
中
学
校
校
舎
は
昨

年
か
ら
継
続
し
て
整
備
を
し
て
い
ま
す
が
、
９

月
か
ら
新
校
舎
で
授
業
が
で
き
る
よ
う
進
め
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
習
環
境
の
整
備
と
し
て
、
全
小
学

校
14
校
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
と
新
設
の
岩
間
中
学

校
の
パ
ソ
コ
ン
の
機
種
更
新
を
行
い
、
一
人
１

台
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
え
る
よ
う
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
事
業
に
つ
い

て
は
、
小
中
学
校
に
外
国
語
指
導
助
手
を
配
置

し
、
小
学
校
で
は
年
間
10
数
時
間
の
外
国
語
活

動
を
、
中
学
校
で
は
年
間
25
〜
30
時
間
の
英
語

授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
23
年
度
の
学

習
指
導
要
領
の
改
訂
に
伴
い
、
外
国
語
活
動
が

よ
り
多
く
盛
り
込
ま
れ
る
た
め
、
本
年
度
か
ら

指
導
助
手
の
増
員
を
図
り
、
語
学
力
の
向
上
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

新
た
な
事
業
で
あ
る
「
寺
子
屋
事
業
」
は
、

学
力
の
向
上
を
目
的
に
、
学
び
の
機
会
づ
く
り

の
一
つ
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。内
容
は
、

毎
週
土
曜
日
に
２
時
間
程
度
、
笠
間
・
友
部
・

岩
間
の
公
民
館
で
、
小
学
校
５
・
６
年
生
を
対

象
に
算
数
と
国
語
を
中
心
に
学
習
指
導
を
す
る

も
の
で
す
。
な
お
、
県
に
お
い
て
も
、
小
学
校

４
年
生
を
対
象
と
し
た
学
力
向
上
サ
ポ
ー
ト
プ

ラ
ン
と
し
て
の
補
習
授
業
が
予
算
化
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
相
乗
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
生
涯
学
習

　

岩
間
体
験
学
習
館
改
修
事
業
と
し
て
、
老
朽

化
し
た
旧
岩
間
第
一
分
校
校
舎
を
改
修
し
、
交

流
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
強
化
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
も
都
市
と
市
内
の
子
ど
も
た
ち
の
交
流
の

場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に

活
発
化
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

◇
ク
ー
ル
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ル
国
際
音
楽
ア
カ
デ

ミ
ー
in
か
さ
ま

　
「
第
５
回
ク
ー
ル
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ル
国
際
音
楽

ア
カ
デ
ミ
ー
in
か
さ
ま
」
が
年
度
末
に
10
日
間

に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
さ
ら

に
充
実
し
た
ア
カ
デ
ミ
ー
企
画
と
し
て
、
音
楽

文
化
の
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◇
国
際
交
流

　
「
元
気
か
さ
ま
応
援
基
金
」
を
活
用
し
、
新

規
事
業
と
し
て
、
青
年
海
外
派
遣
事
業
を
平
成

21
年
度
か
ら
実
施
し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
高

校
生
・
大
学
生
を
対
象
に
行
う
体
験
学
習
で
、

派
遣
人
員
は
４
名
、
行
き
先
は
中
国
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
際
化
に
対
応
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
笠
間
市
国
際
交
流
協
会
と
連

携
し
、
外
国
語
表
記
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
や
生
活
情
報
の
提
供
を
行
い
、
外
国
人
が

訪
れ
や
す
く
住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

◇
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

か
さ
ま
陶
芸
の
里
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
全
国
高

等
学
校
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
な
ど

の
充
実
を
引
き
続
き
図
る
と
と
も
に
、
新
た
に

笠
間
市
で
開
催
す
る
全
国
高
等
学
校
合
気
道
演

武
大
会
に
つ
い
て
は
、
合
気
道
の
聖
地
と
し
て

の
Ｐ
Ｒ
を
十
分
に
行
い
、
笠
間
市
か
ら
全
国
に

向
け
て
情
報
発
信
を
し
て
い
き
ま
す
。

５
．人
が
輝
き
、豊
か
な
文
化
を
創
造
・
発
信

す
る
ま
ち
づ
く
り 

【
教
育
・
文
化
】
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◇
市
民
活
動

　

ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動
助
成
金
と
し
て
、
平

成
20
年
度
は
12
件
・
86
万
６
千
円
の
助
成
を
行

い
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
、
市
民
活
動
や
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
公
益
活
動
支
援
の
た
め
の
公
用
車

貸
出
し
制
度
に
つ
い
て
も
、
よ
り
一
層
の
利
用

を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
と
庁
内
ワ
ー
キ
ン
グ
会

議
の
中
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
市
民

活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
指
針
を
策
定
す
る
と

と
も
に
、
条
例
化
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
既
に
14
団
体
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が

県
の
認
証
を
受
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
専
門
知
識
を
生
か
し
て
、

行
政
と
の
協
働
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

法
人
化
さ
れ
て
い
な
い
市
内
の
市
民
団
体
に
対

し
て
研
修
会
を
開
催
し
、
法
人
化
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

◇
男
女
共
同
参
画

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
笠
間
市
男
女

共
同
参
画
計
画
に
基
づ
き
、
み
ん
な
で
築
く
充

実
し
た
家
庭
、
男
女
で
共
に
支
え
る
職
場
、
交

流
や
活
動
の
盛
ん
な
活
気
あ
る
地
域
社
会
を
目

指
し
、
参
画
講
座
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
開
催

し
て
い
き
ま
す
。
特
に
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
推
進
、
地
域
活
動
の
活
性
化
、
市

民
へ
の
男
女
共
同
参
画
意
識
の
浸
透
を
重
点
施

策
と
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
笠
間
市
審
議
会
等
委

員
へ
の
女
性
の
参
画
促
進
要
綱
に
基
づ
き
、
多

く
の
女
性
委
員
が
参
画
で
き
る
よ
う
、
平
成
24

年
度
ま
で
に
女
性
比
率
を
30
％
に
引
き
上
げ
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

◇
行
政
評
価
制
度
の
導
入

　

財
政
再
建
と
地
方
分
権
が
進
む
中
、
地
方
公

共
団
体
に
は
、
ま
す
ま
す
自
立
し
た
高
度
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
説
明
責
任
の
向
上
や
成
果
志
向
へ

の
転
換
、
効
率
的
で
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
目
的
と
し
て
、
行
政
評
価
制
度
の
導
入
に
向

け
た
取
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◇
雇
用
・
就
業
機
会
の
創
出

　

国
際
的
な
金
融
経
済
情
勢
の
悪
化
に
伴
い
、

国
内
に
お
い
て
も
厳
し
い
雇
用
情
勢
の
中
、
先

の
国
会
で
可
決
成
立
し
た
第
２
次
補
正
予
算
に

基
づ
き
、ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業
・

緊
急
雇
用
創
出
事
業
が
補
助
事
業
と
し
て
実
施

さ
れ
る
予
定
で
す
。
本
市
で
は
、
こ
の
補
助
事

業
を
積
極
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
失
業
者
の
雇

用
・
就
業
機
会
の
創
出
、
さ
ら
に
地
域
経
済
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◇
行
政
組
織
機
構

　

平
成
21
年
度
の
重
点
施
策
と
な
る
少
子
化
対

策
、農
業
施
策
な
ど
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、

新
た
に
少
子
化
対
策
室
、
農
政
企
画
室
、
教
育

企
画
室
な
ど
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
市
長
公

室
内
に
あ
る
現
行
の
５
課
を
３
課
に
統
合
し
て

組
織
機
構
の
ス
リ
ム
化
を
図
る
と
と
も
に
、
行

政
経
営
課
を
設
置
し
、
さ
ら
な
る
行
政
改
革
の

推
進
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
の
強
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

◇
茨
城
県
の
権
限
の
移
譲

　

地
方
分
権
の
時
代
に
お
い
て
、
自
主
的
・
自

立
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
昨
年
３
月
に
茨
城

県
の
「
ま
ち
づ
く
り
特
例
市
」
の
指
定
を
受
け
、

昨
年
４
月
か
ら
13
法
令
83
事
務
の
権
限
移
譲
を

受
け
て
事
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
４
月

か
ら
は
、
新
た
に
農
地
法
の
農
地
転
用
の
許
可

や
都
市
計
画
法
の
開
発
行
為
の
許
可
等
（
６
法

令
１
０
１
事
務
）
の
権
限
移
譲
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
旅
券
事
務
に
つ
い
て

は
、
県
か
ら
の
権
限
移
譲
を
受
け
て
、
今
年
６

月
か
ら
市
民
課
内
に
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
申
請
者
に
と
っ

て
よ
り
身
近
な
場
所
で
の
申
請
・
交
付
が
可
能

と
な
る
ほ
か
、
申
請
の
際
に
必
要
な
戸
籍
抄
本

等
の
取
得
と
旅
券
の
申
請
を
一
括
し
て
行
う
こ

と
が
で
き
る
な
ど
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

を
実
現
し
ま
す
。

　

さ
て
、
私
も
就
任
を
い
た
し
ま
し
て
４
年
目

を
迎
え
、
与
え
ら
れ
た
任
期
の
最
後
の
年
と
な

る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
私
自
身
、
就
任
当
初
の

原
点
に
戻
り
ま
し
て
、
市
政
の
運
営
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
行
政
運
営
を
進
め
る
に
当
た
っ
て

は
、
権
限
移
譲
を
よ
り
一
層
推
し
進
め
、
分
権

型
社
会
に
対
応
し
た
独
自
性
・
自
立
性
の
高
い

ま
ち
づ
く
り
を
総
合
計
画
に
基
づ
い
て
行
い
、

豊
か
さ
が
実
感
で
き
る
「
文
化
交
流
都
市
」
を

築
い
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
今

後
も
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
く
こ
と
と
予
想
さ

れ
ま
す
。そ
う
い
う
中
で
、行
財
政
改
革
を
し
っ

か
り
と
行
い
な
が
ら
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を

進
め
、
一
方
で
、
新
た
な
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
行
政
運
営
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
展
開

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

笠
間
市
長　
　

山
口　

伸
樹

６
．人
と
地
域
、絆（
き
ず
な
）を
大
切
に
し
た

元
気
な
ま
ち
づ
く
り 

【
自
治
・
協
働
】

平成 21年　広報かさま 4月号 10



１. 幹線道路整備事業
　○上町大沢線整備事業 42,371千円
　○南友部平町線整備事業 126,600千円
　○１級12号線整備事業 347,646千円
　○友部池野辺線整備事業 219,936千円
２. 岩間駅周辺整備事業 735,052千円
３. デマンド交通システム運行事業 71,972千円

４. クラフト農業プロジェクト（平成21年度重点施策）
　経営安定化農業
　　○担い手強化促進事業（新規） 833千円
　　○遊休農地緊急対策事業 2,268千円
　　○主要農産物生産振興支援事業（新規） 2,826千円
　　○水田農業奨励事業 50,000千円
　　○森林機能緊急回復整備事業 23,652千円
　環境保全型農業
　　○エコ農業茨城推進事業（新規） 898千円
　　○土づくり運動推進事業（新規） 591千円
　地産地消
　　○地場農産物振興拡大事業 274千円
　　○地場農産物消費普及事業（新規） 508千円
　グリーンツーリズム
　　○二地域居住者活動支援事業（新規） 201千円
　　○「アグリステイIN笠間」推進モデル事業（新規）
 273千円
　　○体験農業支援事業（新規） 400千円
５. 観光戦略事業 3,489千円
６. 市街地活性化事業（３地区） 4,963千円
７. 企業誘致及び支援事業 2,594千円
　○企業活動支援補助金1,000千円（新規）を含む
８. 緊急雇用対策事業（新規） 35,000千円

９. 市民の健康づくり事業（健康体操） 883千円
10. 笠間市立病院改革プランの推進（新規）
11. 障害者地域生活支援事業 81,236千円

12. かさまっ子プロジェクト（平成21年度重点施策）
　子育て支援
　　○宍戸小学校児童クラブ室建設事業（新規） 33,030千円
　　○子育て支援センター設置事業（新規） 4,762千円
　健康支援
　　○「かさま健康ダイヤル24」事業（新規） 5,932千円
　　○マル福自己負担助成事業 30,824千円
　　○妊婦健診推進事業（拡充） 52,034千円
　　○不妊治療助成事業 1,600千円
　結婚支援　○出会い創出支援事業 350千円

13.（仮称）鯉淵公園整備事業（新規） 40,000千円
14. 生活排水対策事業 1,284,115千円
15. 消防施設整備事業
　○消防団詰所兼機械器具置場整備事業 17,602千円
　○救急車半自動除細動器整備事業 2,121千円
16. 防犯灯整備事業 3,000千円
17. バイオ燃料利活用推進事業（新規） 215千円
18. 大郷戸清掃センター跡地対策事業（新規） 90,100千円

19. 英語指導助手派遣事業 34,303千円
20. 小中学校耐震化整備事業
　○友部第二小学校体育館整備事業 58,091千円
　○岩間中学校整備事業 958,460千円
21. 岩間体験学習館整備事業（新規） 17,000千円
22. 寺子屋事業（新規） 538千円
23. 全国高等学校合気道演武大会（新規） 3,000千円
24. 青年海外派遣事業(元気かさま応援基金)（新規） 1,500千円

25. 協働のまちづくり推進事業 675千円
26. 窓口サービス拡大事業
　○パスポート交付事務（新規）
　○農地転用許可事務（新規）
　○障害者手帳交付事務（新規）
　○住基カード交付手数料の無料化
27. 徴収対策事業 36,208千円

広域交流基盤を生かした新時代のまちづくり
 ̶ ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶【土地利用・都市基盤】

多彩な交流で飛躍する活力ある産業のまちづくり
 ̶ ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 【産業】

共に支えあい、健やかに暮らせるまちづくり
 ̶ ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶【健康・福祉】

自然と共生した安全でやさしさのあるまちづくり
 ̶ ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶【生活環境】

人が輝き、豊かな文化を創造・発信するまちづくり
 ̶ ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶【教育・文化】

人と地域、絆(きずな )を大切にした元気なまちづくり
 ̶ ̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶【自治・協働】

平成21年度 笠間市の重要事務事業
笠間市総合計画 「住みよいまち 訪れてよいまち 笠間」〜みんなで創る 文化交流都市〜

基本構想
（６つの柱）

基本計画
実施計画

重要事務事業
（27事業）

問合せ先 : 財政課 ( 内線218)
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平
成
平
成
2121
年
度
予
算

年
度
予
算

　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
を
合

わ
せ
た
笠
間
市
の
平
成
21
年
度
予
算
総
額
は
、

４
７
３
億
７
，
０
４
５
万
２
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
、
重
点
的
か
つ
効
率
的
な
予
算
配
分

に
努
め
、
行
財
政
改
革
の
推
進
や
都
市
基
盤
整

備
、
特
に
、
少
子
化
対
策
と
農
業
対
策
に
重
点

を
置
い
た
予
算
編
成
を
し
ま
し
た
。

■
一
般
会
計

　

一
般
会
計
は
、
市
税
を
は
じ
め
、
国
・
県
か

ら
の
補
助
金
や
交
付
金
な
ど
を
財
源
と
し
て
、

福
祉
・
教
育
・
土
木
・
衛
生
な
ど
の
基
本
的
な

施
策
を
行
う
会
計
で
す
。

　

平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
予
算
額
は
、

２
６
６
億
２
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
歳
入

　

自
主
財
源
の
う
ち
、
市
税
は
91
億
９
，

４
１
５
万
１
千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
依
存

財
源
の
地
方
交
付
税
は
50
億
１
千
万
円
、
国
庫

支
出
金
に
つ
い
て
は
29
億
１
，０
５
５
万
７
千

円
を
計
上
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
の
歳
入
に
つ

い
て
も
、
適
切
な
見
通
し
の
も
と
に
計
上
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
も
積
極
的
に
財
源
の
確
保
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

■
歳
出

　

限
ら
れ
た
財
源
に
対
し
、
歳
出
で
は
経
費
節

減
に
努
め
、
各
種
施
策
の
効
果
的
な
予
算
配
分

を
行
い
ま
し
た
。

　

民
生
費
に
は
、
高
齢
者
の
福
祉
対
策
、
障

害
者
の
入
所
・
通
所
等
の
支
援
費
、
児
童
手

当
、
乳
幼
児
や
重
度
心
身
障
害
者
等
の
医
療
扶

助
、
生
活
保
護
及
び
災
害
関
係
の
経
費
と
し
て

69
億
８
，９
４
５
万
３
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

土
木
費
に
は
、
生
活
の
基
盤
で
あ
る
道
路

の
改
良
工
事
や
公
共
下
水
道
事
業
へ
の
繰
出
、

岩
間
駅
周
辺
整
備
事
業
費
な
ど
、
45
億
９
，

９
９
４
万
９
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

教
育
費
に
は
、
小
中
学
校
、
幼
稚
園
の
整

備
・
管
理
費
や
生
涯
学
習
・
公
民
館
・
図
書
館

運
営
な
ど
の
社
会
教
育
費
、
体
育
振
興
・
給
食

セ
ン
タ
ー
運
営
な
ど
の
保
健
体
育
費
な
ど
と
し

て
37
億
９
５
８
万
６
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
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公債費
市債の元金・利子
の返済

教育費
各小中学校や公民
館・図書館の運営費
など

土木費
市道の整備・補修
や公共下水道の繰
出金など

民生費
高齢者・障害者福
祉対策や医療福祉
など

市民一人当市民一人当
たりに使わたりに使わ
れるお金れるお金

※2 月28日現在
の人口（住民基本
台 帳 ）80,987
人で算出

 33,665円  45,805円  56,799円  86,303円

 合計

328,472円

その他
議会費や商工費など

農林水産業費
国・県事業の負担
金や農業振興等補
助金など

消防費
消防団や防災施設
整備費など

衛生費
予防接種や各種健
診、ごみ処理事業
など

総務費
税金の賦課、戸籍
や住民登録の経費、
広報紙の発行など

12,294円 15,733円 16,605円 28,424円 32,844円

■特別会計

区　　　分 予　算　額

国民健康保険 80億 5,040 万円

老人保健 3,590 万円

後期高齢者医療 6億 1,490 万円

介護保険 41億 3,860 万円

介護サービス 2,670 万円

公共下水道事業 38億 9,970 万円

農業集落排水事業 6億 4,060 万円

岩間駅東土地区画整理事業 1,500 万円

特別会計合計 174 億 2,180 万円

▲

特別会計は、国民健康保険や介護保険、農業集落排水事業

などの特定事業を行う場合、それぞれの特定収入で運営し

ていく独立した会計のことです。

企業会計は、事業から得る収益を主な財源として、運営し

ていく会計のことです。本市では、病院事業と上水道事業

及び工業用水道事業で５会計があります。

■企業会計

区　　　分 予　算　額

病 院 事 業

収益的支出 4億 7,909 万 8千円

資本的支出 837 万 9千円

計 4億 8,747 万 7千円

上
水
道
事
業

笠間水道

収益的支出 7億 3,480 万円

資本的支出 5億 2,127 万 2千円

計 12 億 5,607 万 2千円

友部水道

収益的支出 7億 5,220 万円

資本的支出 2億 8,731 万 4千円

計 10 億 3,951 万 4千円

岩間水道

収益的支出 3億 5,360 万円

資本的支出 1億 7,508 万 9千円

計 5億 2,868 万 9千円

工業用水道 収益的支出 3,490 万円

企業会計合計 33億 4,665 万 2千円

▲

一般会計　266 億 200 万円 企業会計　33 億 4,665 万 2 千円

特別会計　174 億 2,180 万円 予算総額　473 億 7,045 万 2 千円
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市民憲章市民憲章

　笠間市は、豊かな自然に恵まれ、先人たちが育んできた歴史や文化の薫るまちです。わたしたちは、
このふるさとを愛し、市民相互の交流につとめ、「住みよいまち　訪れてよいまち　笠間」をめざします。

わたしたち笠間市民のねがい　～笠間市民憲章～わたしたち笠間市民のねがい　～笠間市民憲章～

自然を愛し、美しくゆめのあるまちにしよう
健康で働き、元気でいきがいのあるまちにしよう
歴史と文化を大切にし、豊かでうるおいのあるまちにしよう
思いやりの心を育て、明るいほほえみのあるまちにしよう
きまりを守り、安心でやすらぎのあるまちにしよう

平成 19 年１月１日制定
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May
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妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
負
担

を
拡
大
し
ま
す

　

市
で
は
、
妊
娠
・
出
産
に
か
か

る
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
積
極

的
に
妊
婦
健
康
診
査
を
受
け
て
い

た
だ
く
た
め
、
妊
娠
中
計
５
回
で

あ
っ
た
公
費
負
担
を
４
月
１
日
か

ら
14
回
に
拡
大
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
3
月
31
日
以
前
に
妊

婦
健
康
診
査
の
受
診
票
の
発
行
を

受
け
た
方
に
も
、
妊
娠
週
数
（
４

月
１
日
現
在
）
に
応
じ
た
回
数
分

の
受
診
票
を
送
付
し
ま
す
。な
お
、

笠
間
市
に
転
入
さ
れ
た
方
は
受
診

票
を
差
し
替
え
ま
す
の
で
、
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

健
康
増
進
課

友
部
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
０
２
９
６
（
７
７
）
９
１
４
５

笠
間
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
０
２
９
６
（
７
２
）
７
７
１
１

岩
間
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
０
２
９
９
（
４
５
）
７
８
８
８

行
政
相
談
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
４
月

１
日
、
次
の
３
名
の
方
が
総
務
大

臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
、
行
政
に
関
す
る
相
談
な
ど
を

受
け
付
け
、
そ
の
解
決
の
た
め
の

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
困
っ

て
い
る
こ
と
、
望
ん
で
い
る
こ
と

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
、

無
料
、
秘
密
厳
守
で
す
。

行
政
相
談
委
員
／

　

磯　

靖
子
さ
ん
（
稲
田
）
新
任

　

茂
呂　

裕
さ
ん
（
下
郷
）
新
任

　

柴
田
良
子
さ
ん
（
大
田
町
）

行
政
相
談
日
／

　

日
時
▼
第
４
水
曜
日　

午
後
２

　
　
　
　

時
〜
４
時

　

場
所
▼
友
部
公
民
館　

２
階

　
　
　
　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

※
５
月
・
10
月
は
、
笠
間
・
岩
間

地
区
内
に
も
会
場
を
設
け
、
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。
９
月
・

12
月
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
５
月
18
日
㊊
〜
24
日
㊐
は
「
春

の
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

／
秘
書
課
（
内
線
２
２
５
）

茨
城
行
政
評
価
事
務
所
行
政
相
談
課

℡
０
２
９
（
２
２
１
）
３
３
４
７

「
い
ば
ら
き
高
品
質
米
生
産

運
動
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
高
品
質
米
の
割

合
は
、
90
％
台
で
推
移
し
て
い
ま

す
が
、
一
部
流
通
業
者
か
ら
は
依

然
と
し
て
「
粒
が
小
さ
い
」
と
い

う
厳
し
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

家
庭
に
お
け
る
消
費
が
減
少

し
、
外
食
な
ど
の
割
合
が
増
加
し

て
い
る
中
で
、
大
粒
で
炊
き
栄
え

の
す
る
米
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

茨
城
県
産
米
の
品
質
の
底
上
げ

を
図
る
た
め
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
適

期
田
植
え
（
５
月
５
日
以
降
）
を

し
て
、
粒
の
大
き
い
、
お
い
し
い

お
米
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
５
月
５
日
以
降

の
田
植
え
の
普
及
・
定
着
の
た
め
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

本
所
農
政
課
（
内
５
２
６
）

笠
間
市
・
矢
板
市
子
ど
も
会

交
流
会
を
開
催
し
ま
す

　

鎌
倉
時
代
、矢
板
の
お
殿
様（
川

崎
城
主
・
塩
谷
朝
業
）
と
笠
間
の

お
殿
様
（
笠
間
時
朝
）
が
親
子
で

あ
っ
た
縁
で
、
昭
和
55
年
７
月
23

日
に
栃
木
県
矢
板
市
と
笠
間
市
が

姉
妹
都
市
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
６
年
か
ら
子
ど
も
会
会
員

が
、
交
互
に
お
互
い
の
街
を
訪

れ
て
体
験
学
習
を
通
し
て
交
流
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
笠
間
市
を
会
場
に
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
笠
間
焼
き
体

験
を
行
い
、
交
流
を
深
め
よ
う
と

計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
５
月
31
日
㊐　

午
前
９
時

〜
午
後
３
時
（
解
散
予
定
）

場
所
▼
市
民
体
育
館
・
大
津
晃
窯

対
象
▼
小
学
２
年
生
〜
中
学
３
年

生
の
子
ど
も
会
会
員
（
全
国
子
ど

も
会
安
全
会
加
入
者
）

参
加
費
▼
５
０
０
円
（
昼
食
、
材

料
代
込
み
）

定
員
▼
50
名

応
募
締
切
▼
５
月
11
日
㊊

生
涯
学
習
課
（
内
線
７
２
２
３
４
）

「
こ
ど
も
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
０
９
」
を
開
催
し
ま
す

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、

霞
ヶ
浦
や
環
境
問
題
に
つ
い
て
楽

し
み
な
が
ら
学
べ
る
催
し
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
５
月
５
日
㊋　

９
時
30
分

〜
午
後
３
時

場
所
▼
茨
城
県
霞
ヶ
浦
環
境
科

学
セ
ン
タ
ー
（
土
浦
市
沖
宿
町

１
８
５
３
）　

テ
ー
マ
▼
未
来
に
の
こ
そ
う　

美

し
い
湖　

美
し
い
地
球

内
容
▼
子
ど
も
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

霞
ヶ
浦
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
、
お
も

し
ろ
科
学
教
室
、
体
験
教
室
、
外

来
魚
の
試
食
な
ど

入
場
料
▼
無
料

※
土
浦
駅
東
口
か
ら
無
料
送
迎
バ

ス
を
30
分
に
１
本
程
度
、
運
行

し
ま
す
。

霞
ヶ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー

℡
０
２
９
（
８
２
８
）
０
９
６
１
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水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
２
０
０
９

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
前
期
試
合
日
程

（
水
戸
市
）

　

皆
さ
ん
の
声
援
が
、
選
手
た
ち

に
と
っ
て
何
よ
り
の
力
に
な
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
会
場
で
応
援
し
て

く
だ
さ
い
。

前
期
試
合
日
程
▼
４
月
11
・
19
・

26
日
、
５
月
２
・
９
・
20
・
30
日
、

６
月
７
・
21
・
28
日
、
７
月
８
・

22
日
、
８
月
１
・
10
・
30
日

試
合
会
場
▼
笠
松
運
動
公
園
（
那

珂
市
向
山
）
又
は
、
ひ
た
ち
な

か
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

（
ひ
た
ち
な
か
市
新
光
町
）

※
開
催
時
間
、
会
場
、
料
金
な
ど

詳
し
く
は
、
次
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

（
株
）
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク

℡
０
２
９
（
２
２
５
）
１
９
３
６

水
戸
室
内
管
弦
楽
団
第
75
回
定
期

演
奏
会
（
指
揮
：
小
澤
征
爾
）
大
ス

ク
リ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
（
水
戸
市
）

　

水
戸
室
内
管
弦
楽
団（
Ｍ
Ｃ
Ｏ
）

の
第
75
回
定
期
演
奏
会
（
指
揮
▽

小
澤
征
爾
）
の
模
様
を
、
水
戸
芸

術
館
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
か
ら
生

中
継
し
ま
す
。

日
時
▼
４
月
28
日
㊋　

午
後
６
時

30
分
〜
９
時(

開
場
午
後
５
時
30

分)場
所
▼
千
波
公
園
ふ
れ
あ
い
広
場

（
芝
生
）

※
雨
天
時
は
水
戸
市
民
会
館
ホ
ー

ル
に
変
更
し
ま
す
。

入
場
料
▼
無
料

水
戸
市
芸
術
振
興
財
団

℡
０
２
９
（
２
２
７
）
８
１
１
１

全
国
高
校
生
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド

選
手
権　

テ
ィ
ー
ン
ズ
・
ロ
ッ
ク
・

イ
ン
ひ
た
ち
な
か
２
０
０
９

（
ひ
た
ち
な
か
市
）

　

高
校
生
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
が

日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
披
露
す
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

当
日
は
、海
浜
公
園
入
園
料
（
駐

車
料
金
は
有
料
）・
テ
ィ
ー
ン
ズ

ロ
ッ
ク
入
場
料
と
も
無
料
で
す
。

日
時
▼
４
月
26
日
㊐

会
場
▼
国
営
ひ
た
ち
海
浜
公
園
西

口
「
水
の
ス
テ
ー
ジ
」
特
設
野
外

ス
テ
ー
ジ（
ひ
た
ち
な
か
市
馬
渡
）

※
お
問
合
せ
の
際
は
、
質
問
事
項

を
フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

社
団
法
人
ひ
た
ち
な
か
青
年
会

議
所
テ
ィ
ー
ン
ズ
・
ロ
ッ
ク
・
イ

ン
ひ
た
ち
な
か
実
行
委
員
会

℻  ０
２
９
（
２
７
６
）
５
２
５
１

Ｅ
メ
ー
ル
／

　

info_teens@
yahoo.co.jp

４月11～20日／福祉
作文「ユニバーサルデ
ザインを考える」
４月21～30日／民話
「鳥居のない大井神社」
５月１～１０日／大原支
部報から「大原の子」

エコフロンテアかさま監視委員会活動報告
（２月25日）

【搬入車両対策】
　搬入車両等の（市内通過禁止区域の現地確認等）監視
活動を市内４ヶ所で行い、各班から報告を受けた。
　・１班　「エコフロンティアかさま」入口
　・２班　「才木交差点」角
　・３班　逆川「芸術の森公園」入口
　・４班　施設内（管理棟前）
【監視活動結果】
①「エコフロンティアかさま」搬入の際に、標示を義務
づけているステッカーの非標示車両が入場した。この
搬入業者に対しては、標示を徹底させるよう事業団に
指示した。その他の搬入車両については、搬入に当たっ
てのルールが守られており、特に問題はなかった。
②運転管理者及び運転者への交通安全教育、管理事務
所の苦情対応窓口について事業団より状況説明を受け
た。今後とも、安全運転を徹底し、苦情に対しては誠
意をもって当たることが求められる。
③その他の監視として、廃棄物の受入時のチェック等に
ついて事業団に説明を求め、的確に行われていること
を確認した。

【次回の監視活動計画】
　施設の維持管理・最終処分場の廃止基準・環境モニタ
リング。

デマンドタクシーかさま
～電話のお掛け間違いに

ご注意ください～

電話番号の掛け間違いが
増えています。ご利用の
際には、電話番号をお確
かめの上、ご予約くださ
るようお願いします。

予約センター
0296-70-9000
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「笠間リトルフォックス  キッズ」
首都圏対決ジュニアオープン　I N  TOKYO

（ドッジボール）キッズの部　準優勝

「守り人」
飯村  常夫 さん（笠間）

※「広報かさま」の表紙写真（テーマは農業）を募集しています。詳しくは、上記までお問い合わせください。
　〔６月号用の応募締切：５月８日（金）〕

このコーナーでは、皆さんのお気に入りの作品を紹介させていただきます。絵画・書道・俳句・

短歌・写真・イラストなどの作品を募集しています。必ず住所、氏名（ペンネームの場合、本名も

併記）を記入し、お送りください。掲載させていただいた人には、薄謝を進呈します。

申込み・問合せ

秘書課広報広聴グループ（内線 225）

広報ギャラリー

食生活改善推進員が紹介する食食生生生活活活改改善 員員ががが紹介介すするる

　笠間市では、市民の健康づくりのため、生活習慣病予防（メタ
ボ予防）に取り組んでいます。食事では、旬の野菜をたくさん食
べることも予防の一つにつながりますので、今年度は一年を通し
て野菜を主とした料理をお届けします。

栄養素量（１人分）
エネルギー…78kcal　
たんぱく質…5.7ｇ　脂質…4.5ｇ　塩分…0.5ｇ

菜の花のいためもの

材料（４人分）

　菜の花…200ｇ
　ニンジン…60g
　ベーコン…４枚　　　　
　塩・こしょう…少々
　サラダ油…小さじ２　　
　
作り方

①菜の花はゆでで、食べやすい大きさに切る。

②ニンジンはせん切りにする。

③ベーコンは５mm〜１cmの幅に切る。

④フライパンにサラダ油を入れ、ベーコン、
次にニンジン、最後に菜の花の順に炒め、
全体を混ぜ、塩・こしょうで味をつける。

写 真
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 再生紙を使用しています。

人口と世帯数
●人　口 80,111 人 （ ）
　　　男 39,243 人 （ ）
　　　女 40,868 人 （ ）
●世帯数 27,923世帯（ 世帯）

（前月比）

＋12人
＋ 14人
－   2 人
＋ 18

（常住人口 3.1 現在）

問合せ：子ども福祉課（内線164）

かさま ぽけっと

1
子育て支援のページ

　このたび、子育て支援ホームページを開設しました。妊娠や

出生から就学に至るまでのライフイベントに必要とされる届出

や行政サービスを、広く市民の皆さんにお知らせするとともに、

子育ての不安や情報格差を解消することを目的としています。

愛称は「かさま ぽけっと」。大切な子どもをポケットで子育てす

るカンガルーが目印です。

　ホームページのアドレスは下記のとおりです。市の公式ホー

ムページからもアクセス（笠間市公式ＨＰ→ライフイベント→

子育て支援）することができます。

　今後も内容の充実を図るため、随時更新していきますので、

ぜひ、ご利用ください。

　これに合わせて、このコーナーでは、子育て支援に関する情

報をお届けしていきますので、よろしくお願いします。

子育て支援ホームページ「かさま ぽけっと」開設！

http://www.city.kasama.lg.jp/kosodate/index.html

かさま ぽけっと アドレス

自ら書き続けている区長記録を眺めながら話す中澤さん

　区長７年目を迎え、地域で笑顔を絶やさず活躍する
中澤さんにお話を伺いました。

①よかったことは？
　女性の区長だと話しやすいと言われるんです。区
長は、「市民と行政のつなぎ役」です。地域の方とい
ろいろな話をすることで、地域の課題を見つけるこ
ともできます。

②やりがいは？
　困ったときに頼ってもらえるのがうれしいです。区
長を引き受けて初めて、地域でこういう仕事をしてく
れていた方がいたんだと感謝しました。恩返しのつも
りで、人と人のつながりを大切にして、区長としての
役目を果たしたいと思っています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　住んでいる地域の女性役員が少なかった時代から、
会議の出席簿のつけ方を工夫するなど、中澤さんの働
きかけによって、今では女性の役員も増えてきたそう
です。
　「変えていくためには仕掛けが必要！」との力強い言
葉が印象的でした。

女性区長の先駆者 中澤 まさ さん（美原）

笠間の輝く女性たち
市内には各分野で女性としての先駆者となって活躍している方が
います。このコーナーでは、そんな新天地を切り開き、輝きを放
つ笠間の女性を紹介し、男女共同参画社会の実現を目指します。

インタビュー

問合せ：男女共同参画推進室（内線226）

　日ごろ、市民の皆さんと行政の架け橋となって尽力されて

いる区長。平成 21年３月１日現在で、市内には 319 名の区長

がいますが、その中で、女性区長は７名（笠間地区２名、友部地

区３名、岩間地区２名）です。以前は、区長といったら“男性”と

いう印象が強かったと思いますが、新市になってから少しず

つ女性区長も増えています。区長の仕事では、地区の代表とし

て意見を述べる場もありますが、普段の文書の配布や取りま

とめなど、細やかな気配りも必要です。そういったことから

も、これからの女性区長の活躍に期待が寄せられます。

1
女性区長の奮闘
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